学生の弁当献立におけるアピールポイントと食品選択からの一考察 by 有泉 みずほ et al.
81
●  ●  ○ 
Journal of Comprehensive Welfare Sciences vol.6 (2015)


















有泉　みずほ *，小松　洋子 **，澤田　崇子 ***
A Study on Selling Point and Food Choice in Student’s Menu Planning of Box Lunch















受付日　2014.9.4  ／  受理日　2014.10.28
*関西福祉科学大学　健康福祉学部　講師／**元関西福祉科学大学　健康福祉学部　准教授／***関西福祉科学大学　健康福祉学部　准教授
82





















































































●  ●  ○ 
Journal of Comprehensive Welfare Sciences vol.6 (2015)




















































































●  ●  ○ 
Journal of Comprehensive Welfare Sciences vol.6 (2015)




















































●  ●  ○ 
Journal of Comprehensive Welfare Sciences vol.6 (2015)


























































●  ●  ○
総合福祉科学研究　第 6号（2015）
学生の弁当献立におけるアピールポイントと食品選択からの一考察
食塩摂取に対する意識の低さや適切な塩分に関する
知識の少ないことが課題と言える。
学生は弁当考案にあたり、既存の知識や技術の中か
ら様々な着眼点を持ち、対象者に合わせた内容を考案
しようとする姿勢が見られた。しかし今回の調査対象
のうち76％が1、2年生であり、専門的な学びがまだ応
用の場面で十分に発揮できていないことも考えられ
る。献立作成は管理栄養士業務に必要な専門性の一つ
である。弁当考案において今回明らかになった課題は、
管理栄養士課程カリキュラムの学年進行の中で学生が
習得できるよう、教育手法を考案し、関連する専門科
目の中で共有し反映させていきたい。
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